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シリOX/市浦村老人保健・医療・福祉計画②

死 ぬ まで元 気 が
最 高 の 人 生

保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
基
本
方
針



(3)広 報ιメニ

設
に
位
置
づ
け
、
福
祉
団
体
や
ボ

祉サ．　庭『働晴降罐屁』』制無一舞

赫
詢偉け一れい」に紅い一鑽̈

点‘こ、　―こ的〓］錮刹耀動”詩裁』れ牡

ａ
も
ち
ろん物質
的
な援
助
、施
設

郷

〓改
備
の
充
実
は
大
切
な
こ
と
で
す

唯

い
や
、
福
祉
に
対
す
る
理
解
を
深

思

い
や

り

と
助

け
含

い

地

域

福

祉

活

動

の
推

進

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
促
進

共
に
支
え
含
う
心
育
む

近

な

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア
と

し

て
地

域

識

啓

発

に
努

め

、

地

域

に

お

け

る

福

祉

活

動

の
拠

点

と

な

る

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア
組

織

の
整

備

を

促

進

し

ま

社
会
福
祉
協
議
会
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の

拠
点
に

老
人
と
幼
児

の

ふ
れ
あ

い
事
業

を
継
続
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特 集

「千

田
さ
ん
ら
の
十

三
湊
遺
跡

の

顔
　

発
見
は
歴
史
を
変
え
る
よ
う
な
も

続
　

の
（．
東
北
人
は
自
分
た
ち
の
文
化

高
　

に
、
も

っ
と
誇

り
を
も

つ
べ
き
」

「十
三
湊
は
世
界
的
に
も
素
晴
ら

し
い
遺
跡
。
今
、
仲
間
が
教
科
書

に
執
筆
中
な
ん
で
す
よ
。．
載
れ
ば

曽

日

目

■

曹

目

菫

冨

冒

遺
跡
発
掘
の
情
報
交
換
な
ど
話
合
う

「十
三
湊
や
藤
原
文
化
と
い
う
歴

史
の
誇
り
を
、
全
国
に
向
け
て
発

信
し
て
い
き
た
い
」

フ

オ

ト

ス

ツ

チ

iξ
吾蓼
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姫神 0奥津軽十三湖コンサートに6,000人

午後 7時 に、村創作太鼓「東 日流衆」の ステ

会場大そうじ
こくろうさまでした

公
共
工
事

の
完
成
を
祝
う

盛
大
に
総
合
落
成
式
典

▼
観
光
関
係
感
謝
状
贈
呈
者

▼
建
築
工
事
等
設
計
者
感
謝
状
贈

東
英
測
量
、
（株
）
拓
新
設
計
、
（株
）

東
北
地
域
文
化
研
究
所

与

（有
）
北
武
開
装
興
業
、
吉
田
建
築
、

観

（株
）奈
良
組
、
（有
）
日
本
海
興
業
、

酬

艶
ぽ
『
削
」
蝶
樹
ｒ
翔
蜘
椰
「
訂

一人ひ輝聾郷」蒙
西コ疎絆店マ再酵
赫



ラ
マ
衣
装
で
ね
ぶ
た
を
先
導

―

観
客
を
魅
了
す
る

―

装
　
一
月
に
村
議
会
議
員
に
初
当
選
以

Ｌ

来
、
通
算
五
期
十
六
年
余
に
わ
た

勧

っ
て
、
村
政
発
展
と
地
方
自
治
の

抑

振
興
に
貢
献
。
ま
た
、
昭
和
五
十

』

動
神
に
州
“
』
わ
Ⅷ
畔
卸
凛
「

一 議

拝

年
二
月
か
ら
は
二
期
八
年
間
に
わ

獣

た
り
、
議
会
選
出
の
津
軽
北
部
老

「
ぜ

ひ

、

ゆ

か

り

の
あ

る
市

浦

村

軽
北
部
や
さ
い
生
産
者
大
会
　
励
裏
髪
窮
ヽ
案
礎

利

曜
制
五部三牌

刻

は

Ｎ会さ
一
鯰

蟷

■

笹
菫

駒

裳
軸
夢

早
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
友
好
町
村
で
あ
る
北
海
道
上
ノ
国
町
の
最
新
情

選
挙
の
結
果
（投
票
率
八
十
九
・

暮らしの中に基礎年金  part2

もしもの事故に……… ■ 嵯墨≡里員

障害基礎年金は、国民年金の力0入者が病気やケガがもとで障害の状態 (1級  2級 )

にむったときに受けられます。20歳 前の障害で障害者になった人は20歳 になったとき
から受けられます。

年金が受けら―れる要件‐■
勒見」,覇だ塩漢臨薔躍鶴

険料納付済麹F・7(保険料免除期間も含む

'°
腹翼需〒晟彗警:I覇

'£

馨,1息倍言蓄
020歳前のケガや病気によう障害者は20歳 か

なお、この場合本人の所得制限があ,り ます。
※平成8年 3月 31日 までに初診日がある場合
は、特例として初診日1の属する月の前 月々
までの1年間に保険料の滞納期間がなけれ
ば受けられます。   .   ‐ ‐

)障害認定日とは
|  | | 

‐

の診療を受けた日|か ら1年 6ケ月を経過 し

障害基礎年 の年金額

,鷹

=奪
電諄
釧
お礼

◎障害基礎年金の計算例

例―①  l級障害の状態になった人で、10歳 と13歳 の子がある場合

934,100円 +2151400円 +215=400円 =日 :364,900円
|

レ1-② 1 2級障害の状態になった人で、17歳 と20歳の子がある場合
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・小
ふ
贅
の
爛

　̈
　
　
　
　
　
　
堅
固
の
城
柵
で
あ
り
ま
し
た
。
　
　
頼
義
は
明
十
八
日
小
松
柵
に
攻
　
　
け
た
り
、
石
礫
を
投
げ
つ
け
た

小
松
の
柵
は
、
貞
任
の
叔
父
　
　
近

（当
時
は
陸
中
国
西
磐
井
郡
　
　
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軍
も
こ
れ
に
応
戦
し
な
け
れ
ば

良
照
法
師
の
居
城
で
あ
り
ま
し
　
　
萩
庄
村
大
字
上
黒
沢
）
に
築
城
　
　
　
と
こ
ろ
が
戦
闘
は
思
い
が
け
　
　
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
す
で
に

の
青
あ
お
と
し
た
測
が
あ
り
、　
　
　
　
面
晏
曇
激
空
傘
９
　
　
　
　
　
　
れ
従
兵
十
余
人
を
率
い
て
、
月
　
　
柵
を
攻
撃
さ
せ
ま
し
た
が
、
さ

西
北
は
百
丈
も
の
巌
壁
と
な
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
に
乗
し
て
小
松
柵
の
情
勢
を
　
　
す
が
に
要
害
堅
固
の
城
柵
だ
け

て
お
り
、
守
る
に
易
く
、
攻
む
　
　
　
康
平
五
年
八
月
十
七
日
、
こ
　
　
偵
察
に
出
掛
け
て
柵
外
ま
で
進
　
　
に
、
ま
た
安
倍
軍
の
強
兵
だ
け

彼
等
の
従
兵
が
枯
芦
を
集
め
て
　
　
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

に
は
柵
外
の
民
家
に
火
を
つ
け
　

　

断
崖

工
作
策
戦

が
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
薦
漁
懸
鵬
・丸
催
詐
割
が
一

小 松 柵 址 地 固『日本史蹟大系』所収

小
松
の
柵
陥
落
す

れ
ま
す
が
、
素
性
は
わ
か
り
ま



情報をお寄せ<ださい

し 5世
役場の電話は62-2111

市浦村の人口と世帯数   平成6.8.1現在

一ｒ
Ｆ
‥
壼
７
・

１ヽ
‥
中
―

9月 9日 は救急の日

特別保証制度のご案内

学生募集

県立木造高等技術専門校

『自賠責 」ヽさなシールで

大きな安心』

自 衛 官 募 集

t7rJキ



一
ロ
ド
ッ
ク
の
健
診
結
果
説
明

会
を
終
え
た
今
、
自
分
の
生
活
習

慣
を
ふ
り
返
る
こ
と
が
で
き
た
で

麓 肴 麓 翁

ま
す
。
ど
ち
ら
も
体
に
必
要
な
工　
　
園
囲
醐
回
園

ぎ
る
と
動
脈
硬
化
を
ひ
き
起
こ
し
　
　
化
は
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
あ
り

高
血
圧
や
心
臓
病
の
原
因
と
な
り
　
　
ま
せ
ん
。
定
期
的
に
検
査
を
受
け

◆
高
く
て
も
低
く
て
も
い
け
な
い

総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値

◆
中
性
脂
肪
と
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

中
性
脂
肪
が
増
え
る
と
善
玉
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
減
り
、
そ
れ
だ

け
動
脈
硬
化
が
す
す
み
ま
す
。
肥

満
や
ア
ル
コ
ー
ル
の
飲
み
す
ぎ
、

糖
分
の
と
り
す
ぎ
に
注
意
し
ま
し

楔切::[::]

五
三

一
人
が
何
ら
か
の
か
た
ち
で

そ
の
う
ち
、　
一
番
多
か
っ
た
の
が

◆
高
脂
血
症
と
い
わ
れ
た

や
中
性
脂
肪
が
高
い
状
態
を
い
い
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▼

お

木
津
谷
　
勇

成

（相
内
）
勇
二
　
　
立
中
央
病
院
で
死
去
し
ま
し
た
。

委
員
長
、
村
農
業
共
済
事
業
損
害

石
　
岡
　
慎
　
也

（脇
元
）
和
人

久
保
田
　
和
　
穂

（相
内
）
勝
則

竹
　
谷
　
祐
　
輔

（脇
元
）
尚
敏

奈
　
良
　
将
　
五
口
（大
田
）
弘
幸

奈
　
良
　
兼
　
五
口
（大
田
）
弘
幸

帯
　
川
　
孝
　
彰

（相
内
）
桂

一

▼

ご

結

婚

高
　
志

（青

千
香
子

（相

隆
　
士

（十

聡

（大

友
　
紀

（十

禎
　
睦

（脇

廣
　
美

（木
　
造
）

久
　
子

（相
　
内
）

聖
　
徳

（相
　
内
）

桂
　
子

（鰺
ヶ
沢
）

仁

（川
　
崎
）

千
賀
子

（磯
　
松
）

ハ
　
ル

（大
田
）
７０
歳

あ
　
ゑ

（相
内
）
８５
歳

き
　
よ

（脇
元
）
８５
歳

久

（相
内
）
６７
歳

ヨ
　
ネ

（十
三
）
８５
歳

ヨ
ツ
ヱ

（脇
元
）
６８
歳

源
　
蔵

（十
三
）
＆
歳

兼
　
夫

（十
三
）
４９
歳

▼

麓 奮 箭 締 貧
三
和
　
久
氏
（謝
議
診
死
去

基本健診要指導の内訳

高脂血症疑い

高血圧症疑い

貧 血 症 疑 い


